
番
号

頁 回答

1 8-5図
天井裏の木毛セメント板面はt=40、そ
の他の部分はt=20です。

2 8-3図
既存鉄部においては、錆止め塗料塗り
は行いません。下地処理は、RC種の処
理をお願いします。

3

グラスウールの施工については、原
則、耳付きグラスウールを使用し、
テープ等でスタッドに取付け後、合板
をビス止めにて仕上げるように計画し
ています。なお、別の取付方法につい
ては、施工者決定後、監督員と協議の
上、対応することとします。

4

美保中学校武道場天井改修建築主体工事

教-35

壁新設工事
グラスウール充填と有りますが
背材が無く　ずり落ちる危険性が有り
ます
スプレー糊等によりスタットに貼り付
け程度で良いでしょうか

設計図書等に対する質問及び回答

質問内容

工事費内訳書
断熱材吹付の記載の中で　吹付け厚が
t=20  t=40と有りますが、施工範囲の
記載が御座いません
ご指示下さい。

塗装工事
既存鉄部のSOPに於いて
下地処理及び錆止めの仕様の指示をお
願いします。
（屋根ブレース　吊縄受けレール）
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